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 計画策定の趣旨 

 計画策定の背景と目的 
葛飾区では、通勤・通学や買い物、子どもの送迎等の日常生活からサイクリング等の余

暇まで、多くの区民が自転車を利用しており、身近な交通手段の一つとなっています。 
また、近年では、電動アシスト付自転車やスポーツ車等の自転車の多様化、脱炭素社会

の構築や健康増進への意識の高まり等を背景に自転車利用のニーズが一段と高まっていま
す。 
その一方、区内の全交通事故に占める自転車事故の割合は、東京都平均より高い状況で

あるとともに、区の道路施策として自転車と歩行者にとって安全な道路の整備を求める人
も多く、自転車が安全で快適に通行できる空間の整備が求められています。 
国においては、「自転車は『車両』であり車道通行が大原則」という観点に基づき、歩

行者、自転車、自動車が適切に分離された空間整備のための自転車通行空間整備等の考え
方を示した「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成 28 年 7 月改訂）」が
策定され、自治体等における自転車通行空間のネットワーク形成に向けた取組の実施が求
められています。 
このような背景を踏まえ、本計画は、自転車活用の施策を総合的に取りまとめた「葛飾

区自転車活用推進計画」に基づき、安全・快適に自転車が通行できる環境づくりを目指す
計画として策定したものであり、自転車通行空間の整備手法や整備計画をとりまとめたも
のです。 
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 計画の位置付け 
 計画の位置付け 

本計画は、国の自転車活用推進法や自転車通行空間整備の考え方等を示した「安全で快
適な自転車利用環境創出ガイドライン」、東京都の「東京都自転車通行空間整備推進計
画」等を踏まえつつ、本区の葛飾区自転車活用推進計画に基づき、自転車通行空間の整備
について定めた計画です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 葛飾区自転車ネットワーク計画の位置付け 

 
 関連計画等の概要 

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成 28年 7月改訂） 

概 

要 
全国的に自転車ネットワーク計画策定が進んでいない現状を踏まえ、計画策定が進ま

ない要因を明らかにし、安全で快適な自転車利用環境創出が必要と考えられる市区町村
に対し、自転車ネットワーク計画策定を促進するための方策を検討するとともに、空間
的制約や合意形成がネックとなり、車道上の自転車通行空間整備が進んでいない実態を
踏まえ、「自転車は『車両』であり車道通行が大原則」という考えのもとで、安全性の
向上を第一に、道路や交通状況に応じた自転車通行空間の整備を促進するもの。 

 
東京都自転車通行空間整備推進計画（令和 3年 5月策定） 

概 

要 

都内各地で誰もが安全で安心して移動できる自転車通行空間を確保するために、国、
都、区市町村、交通管理者等の関係機関が連携して、自転車通行空間の整備を推進す
る。2040 年代に向けた自転車通行空間の将来像を提示するとともに、今後 10 年間にお
ける整備手法や整備計画を取りまとめたもの。 

  

■自転車活用推進法（平成 29 年 5月施行） 
■第２次自転車活用推進計画 
（令和 3年 5月閣議決定） 

■安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン
（平成 28 年 7月改訂） 

■東京都自転車活用推進計画 
（令和 3年 5月改定） 

■東京都自転車通行空間整備推進計画 
（令和 3年 5月策定） 

準拠 

  

準拠 

葛飾区自転車ネットワーク計画 

区 

■葛飾区自転車活用推進計画 
 

【基本目標】 
交通ルール・マナーの意識を高める環境づくり 

様々な場面で自転車が利用できる環境づくり 

安全・快適に自転車が通行できる環境づくり 

自転車を止めやすく利用しやすい駐輪環境づくり 

国 

東京都 
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 計画の期間 
本計画の計画期間は、令和 4（2022）年度から令和 13（2031）年度までの 10 年間と

します。なお、今後の社会状況の変化等により、必要に応じて見直しを行います。 
 
 

 計画の対象区域 
計画の対象区域は、葛飾区全域とします。 
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 自転車ネットワーク整備の現状と課題 

自転車通行環境を取り巻く状況について、自転車の活用推進の動きや区の自転車利用に
関する実態、自転車通行に関する道路整備状況等から現状を整理しました。 
整理した現状を踏まえ、快適な自転車通行環境の創出に向け、ネットワークと通行空間

の視点から課題を整理しました。 
 

 
 

図 自転車通行環境を取り巻く状況

 
自
転
車
の
活
用
推
進
の
動
き 

自
転
車
利
用
に 

関
す
る
実
態 

 

国 の 自 転 車 
活用推進計画 

東京都自転車 
活用推進計画 

安全で快適な
自転車利用環
境創出ガイド
ラ イ ン 

買い物や通勤・通学等の日常生活において、多くの人が
自転車を利用している 
交通事故全体に占める自転車事故の割合は東京都平均よ
りも高い 

区内での主な移動手段（交通手段）として自転車を利用
する割合は約４割と高い 

自転車交通の役割拡大による良好な都市環
境の形成 
自転車事故のない安全で安心な社会の実現 

様々な場面で自転車が利用される将来を目
指す 

自転車ネットワーク計画の策定並びに自転
車通行空間の整備の基本的な考え方を提示 

自転車通行空間のネットワーク化が図られていない 

隣接する自治体において、自転車ネットワーク計画が策
定されている 

区内の道路における自転車通行空間の整備率は低い 

ア
ン
ケ
ー
ト 

調
査
結
果 

道路施策に関する区民の要望として「自転車と歩行者に
安全な道路」が最も多い 
自転車は車道通行が原則という交通ルールを認知しつつ
も、十分に遵守されていない 

通行空間の狭さや舗装の傷み等、自転車通行環境に対す
る不満を感じている人は多い 

区内の河川敷において、自転車通行空間（サイクリング
ロード）が整備されている 

自転車活用推進の 
重要施策である 

自転車通行空間整備の推進 
 ネットワークに関する課題 

日々の生活における多様な自
転車移動を支える自転車ネッ
トワークの形成 

鉄道やバス等の公共交通と連
携しやすい自転車ネットワー
クの形成 

周辺自治体とのつながりを考
慮した広域的な自転車ネット
ワークの形成 

河川敷を活用したサイクリン
グロード等、余暇を楽しむた
めの自転車ネットワークの形
成 

  通行空間に関する課題 

自転車の通行位置を認識しや
すく安全に通行できる通行空
間の創出 

歩行者が安心して通行できる
よう、歩行者優先の環境の創出 

周辺自治体とのつながりを考
慮した広域的な自転車ネット
ワークの形成 

自転車ネットワークの早期実
現に向け、現状道路を最大限
活用した通行空間の整備 
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 自転車ネットワーク整備の基本方針 

自転車ネットワーク整備に向けた課題を踏まえ、歩行者も自転車も安全に通行でき、快
適に自転車移動できるネットワークの形成を目指し、以下の 2 つの基本方針を設定しま
す。 

 
基本方針①：目的地までの快適な自転車移動を支えるネットワークの形成 

 買い物や通勤・通学、観光、サイクリング等
の様々な場面での自転車利用を支えるネット
ワークを形成します。 

 区を跨ぐ広域的な移動で自転車を利用しやす
いよう、周辺自治体との連続性や公共交通と
の連絡性を考慮したネットワークを形成しま
す。 

 

 
 

基本方針②：自転車だけでなく歩行者の安全にも配慮し、自転車の車道通行を
基本とした通行空間の整備 

 車道における自転車の通行空間の確保や通行
位置・方向の路面表示により、自転車が車道
を通行しやすい空間を整備します。 

 現道の車道内において自転車通行空間の幅員
の確保が困難な路線については、早期実現に
向けた整備形態も視野に入れながら整備を進
めます。 

 歩道内に自転車の通行空間が整備された道路
も少なくないため、車道通行のルールが十分
浸透し、車道内の自転車通行空間の整備が整
うまでの過渡期においては、適切な自転車の
通行（歩行者優先、徐行が基本）を促しなが
ら、歩道内の自転車通行空間も活用していき
ます。 

 

 

 

  

目的地までの
移動がスムーズ！

ネットワークを通っ
て通学しよう

ネットワークが

公共交通と接続
しているから

乗継ぎしやすい

自転車も車道
を走るから、
注意して走行

しよう

通行位置
を守って
走ろう

歩行者しか
いなくて、

安心して歩
けていいな
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 整備対象路線の選定 

 自転車ネットワーク路線選定の流れ 
自転車ネットワーク路線の選定について、ガイドラインでは、計画で対象とする路線の

候補を抽出した上で、自転車利用の多い施設や居住区を結ぶ路線、自転車事故の多い路
線、自転車通行空間整備済の路線等の諸条件を適時組み合せ、自転車ネットワーク路線を
選定する手法を提示しています。 
葛飾区においても、この手法に基づき、基本方針を踏まえて、自転車移動の安全性や利

便性、連続性等の視点から選定条件を定め、条件を満たす自転車ネットワーク路線を抽出
します。 

 
 

STEP1 候補路線の抽出 
抽出に当たっての基本条件を設定し、路線選定の対象となる候補路線の抽出を行います 
 

 
STEP2 自転車ネットワーク路線の選定 

選定に当たっての基本条件を設定し、候補路線からネットワーク路線の選定を行います 

 

 

 

図 自転車ネットワーク路線選定の流れ 

  

区内の全道路（国道・都道・区道等） 

抽出の基本条件 

候補路線の抽出 

STEP1で設定した候補路線 

自転車ネットワーク路線の選定 

選定の基本条件 

整備優先度の設定 
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 候補路線の抽出（STEP１） 
 抽出の基本条件 

区内の道路は、本区と周辺自治体を結ぶ広域的な地域間移動を可能にする主要幹線道路
（国道や都道）、区内の地域間相互の交通の基本となる地域幹線道路や地区内の日常の利
便性を高める生活幹線道路（都道や区道）、沿道宅地に接続する区画道路（区道）等で構
成されています。多くの道路は幅員が狭く、自転車通行空間の整備が難しいのが現状で
す。 
そのため、区内の全道路において自転車通行空間を整備するのではなく、歩道が整備さ

れ幅員のある道路や地域の移動を支える道路等を主として、候補路線の抽出に当たって、
以下の抽出の基本条件を設定します。 

 

1） 歩道が整備され道路幅員も十分にある道路。広幅員であり、かつ、歩行者、自転
車、自動車の交通量が多いことから、歩道上における歩行者の安全性（自転車と
の交錯防止）の確保や、自転車移動の快適性・安全性（自動車との分離）を確保
する必要がある。 

⇒・幹線道路※1（主要幹線道路、地域幹線道路、生活幹線道路） 
・都市計画道路  

2） 地域間の移動において重要な役割を担う道路。比較的道路幅員も広く、地域間移
動の幹線的な役割を担っており、自転車移動の快適性を確保する必要がある。 

⇒・路線バスが運行されている道路  
3） 基本的に自動車交通がなく、歩行者、自転車が優先的に通行できる道路。また、

水辺空間の多い区の特徴を生かしたサイクリング環境の整備に必要となる道路。 
⇒・自転車歩行者専用道路や河川敷沿いの道路  

4） 自動車の通行が抑制され、歩行者や自転車が通行しやすい道路。 
⇒・コミュニティ道路  

5） 1)から 4)の路線の連続性の確保に必要となる道路。 

 
1） 幹線道路（主要幹線道路、地域幹線道路、生活幹線道路）…参考資料 P47 

都市計画道路                    …参考資料 P48 
2） 路線バスが運行されている道路            …参考資料 P49 
3） 自転車歩行者専用道路や河川敷沿いの道路       …参考資料 P50 
4） コミュニティ道路                  …参考資料 P51 
5） 1)から 4)の路線の連続性の確保に必要となる道路    …参考資料 P52 

図 抽出の基本条件 

 
※1 葛飾区都市計画マスタープラン（平成 23年）で整理される区内の道路体系のうち、「都市の骨格を形成し、
都市間・周辺区相互間を連結する主要幹線道路、区内外交通及び区内の地域間相互の交通を分担する地域幹線道
路、街区を構成する生活幹線道路」を幹線道路として抽出。 



第４章 整備対象路線の選定 

11 

 

 
 

 候補路線の抽出結果 
基本条件に基づき抽出した候補路線は、以下のとおりです。 

 

図 抽出した候補路線  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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 自転車ネットワーク路線の選定（STEP２） 
 選定の基本条件 

STEP１で抽出した候補路線から自転車ネットワーク路線を選定するに当たり、自転車
移動の安全性や利便性、連続性の視点から以下の基本条件を設定します。 

 
表 選定の基本条件 

視点 選定の基本条件 
安全性 ① 自転車通行の安全性を向上させる必要がある路線 

利便性 

② 買物や娯楽等の商業施設へのアクセスに必要となる路線 
③ 公共交通へのアクセスに必要となる路線 
④ 高校や大学への通学に必要となる路線 
⑤ 保育施設への通園に必要となる路線 
⑥ 区内の観光やサイクリングに必要となる路線 
⑦ 利用者の多い区施設へのアクセスに必要となる路線 

連続性 
⑧ 既に自転車通行空間が整備されている路線 
⑨ 周辺自治体との連続性の確保に必要となる路線 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車ネットワーク路線の選定イメージ  
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① 自転車通行の安全性を向上させる必要がある路線 

区内の全交通事故に占める自転車事故の割合が高い状況の改善のため、自転車事故が
多い道路における自転車通行空間の整備が必要です。 
このため、平成 29（2017）年から令和元（2019）年において自転車事故が発生して

いる箇所の分布状況より、自転車事故の多い路線の抽出を行いました。 
 

抽出条件 ・自転車事故が 3 件/km 以上発生している路線 
 

  

図 自転車通行の安全性を向上させる必要がある路線  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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② 買物や娯楽等の商業施設へのアクセスに必要となる路線 

買い物等日常的な移動に自転車を利用している人が多いことから、商店街や商業施設
が集中する地域へ誰もがアクセスしやすい自転車通行空間の整備が必要です。 
このため、商業系用途地域及び店舗面積が広い商業施設と幹線道路をつなぐ路線の抽

出を行いました。 
 

抽出条件 ・商業系用途地域と最寄りの主要幹線道路をつなぐ路線 
     ・店舗面積が 500 ㎡以上の商業施設と最寄りの主要幹線道路をつなぐ路線 

  

＊小売業、飲食業、興行場又は音楽・映像記録物賃貸業等を営む施設で、店舗面積が 1,000㎡以上の店舗
が大規模小売店舗、500㎡以上の店舗が特定商業施設に該当 

図 買物や娯楽等の商業施設へのアクセスに必要となる路線 

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）

凡例

抽出路線

商業施設

大規模小売店舗

（店舗面積※1,000㎡以上）

特定商業施設

（店舗面積※ 500㎡以上）
用途地域

商業系用途地域

※営業を行うための店舗の用に供される床面積
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③ 公共交通へのアクセスに必要となる路線 

区内の南北方向の鉄道網は少なく、通勤時等の駅までの行き来に自転車を利用してい
る人が多いことや、バスを含めた公共交通網が十分でない地域における移動の利便性を
向上させるため、公共交通機関へアクセスする自転車通行空間の整備が必要です。 
このため、駅周辺の駐輪場へのアクセスに必要となる路線、及びバス利用との連携に

必要となる路線の抽出を行いました。 
 

抽出条件 ・駅周辺の駐輪場と利用者の居住地区をつなぐ路線 
・サイクル＆バスライド駐輪場と最寄りの主要幹線道路をつなぐ路線 

  

図 公共交通へのアクセスに必要となる路線  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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④ 高校や大学への通学に必要となる路線 

自転車通学が可能となる高校や大学では、多くの学生が自転車を利用しているため、
通学時において自転車移動の利便性を確保する自転車通行空間の整備が必要です。 
このため、学校周辺と幹線道路をつなぎ、学校へのアクセス性を確保するための路線

の抽出を行いました。 
 

抽出条件 ・高校、大学の周囲を囲む路線 
・高校、大学と最寄りの主要幹線道路をつなぐ路線 

  

図 高校や大学への通学に必要となる路線  

堀切菖蒲園駅 

葛飾野高等学校

南葛飾高等学校

葛飾商業高等学校

葛飾総合高等学校

農産高等学校

共栄学園高等学校

修徳高等学校

東京聖栄大学

東京理科大学 葛飾キャンパス

大

学

施設名

高

校

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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⑤ 保育施設への通園に必要となる路線 

区内には多く保育施設が立地し、子供の送迎に自転車を利用している人が多いため、
保育施設までの送迎や送迎後に駅へ向かう自転車移動の利便性を確保する自転車通行空
間の整備が必要です。 
このため、保育施設周辺と最寄り駅をつなぎ、保育施設へのアクセス性を確保するた

めの路線の抽出を行いました。 
 

抽出条件 ・保育施設（幼稚園・認可保育所）の周囲を囲む路線 
・保育施設（幼稚園・認可保育所）と最寄り駅をつなぐ路線 

   

 

図 保育施設への通園に必要となる路線  

＊認可保育所（定員 60人以上）を対象とし、小規模の地域型保育事業、認可外保育園については、事業
規模が小さい民間主導施設であるため対象外とした 

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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⑥ 区内の観光やサイクリングに必要となる路線 

駅から少し離れた場所にある観光資源への移動や周遊等、区内に点在する観光資源へ
のアクセス性の確保や、河川敷等のサイクリング環境の充実に向けた自転車通行空間の
整備が必要です。 
このため、観光資源と幹線道路・駅をつなぐ路線、及び河川敷等のサイクリングに必

要な路線の抽出を行いました。 
 

抽出条件 ・観光資源と最寄りの主要幹線道路をつなぐ路線 
・観光資源と最寄り駅をつなぐ路線 
・河川敷等のサイクリングを楽しむことができる路線 

  

図 区内の観光やサイクリングに必要となる路線  

堀切菖蒲園駅 

矢切の渡し

堀切水辺公園

堀切菖蒲園

北沼公園

都立水元公園

モンチッチ公園

西亀有せせらぎ公園

西井堀せせらぎパーク

水元かわせみの里

新宿交通公園

上千葉砂原公園

小菅東スポーツ公園

小菅西公園

渋江公園

古隅田川緑道

鎌倉野草園

葛西城跡（葛西城址公園）

葛飾にいじゅくみらい公園

外谷汐入庭園

奥戸フラワーパーク

曳舟川親水公園

ほりきりん公園

ポニースクール葛飾

にいじゅくプレイパーク

公

園

・

自

然

施設名

立石様

宝蔵院

八剱神社

南蔵院（しばられ地蔵）

帝釈天参道

地蔵菩薩石仏群

青龍神社・怪無池

正覚寺

上品寺（えんま寺）

菖蒲七福神・菖蒲十二支神

柴又八幡神社

柴又帝釈天（題経寺）

柴又観光案内所

熊野神社

極楽寺（いぼとり地蔵）

亀有香取神社

葛西神社

奥戸天祖神社

安福寺（夕顔観音）

立石仲見世商店街

立石駅通り商店街

ルミエール商店街

みのり商店会

閘門橋

東京理科大学葛飾キャンパス

東京拘置所

（旧小菅刑務所庁）

水元小学校旧校舎１棟

山本亭

金町浄水場第２取水塔

郷土と天文の博物館

郷倉（校門脇）

葛飾柴又寅さん記念館・

山田洋次ミュージアム

葛飾区伝統産業館

葛飾区金魚展示場

葛飾区科学教育センター

（未来わくわく館）

葛飾かまくら郷土資料館

テクノプラザかつしか

寺

社

行

政

施

設

・

文

化

施

設

施設名

商

店

街

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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⑦ 利用者の多い区施設へのアクセスに必要となる路線 

区役所やスポーツ施設等利用者の多い区施設には自転車で来訪される人も多いため、
各施設までの自転車移動の利便性を確保し、誰もが目的地までアクセスしやすい自転車
通行空間の整備が必要です。 
このため、利用者の多い区施設と幹線道路をつなぎ、施設へのアクセス性を確保する

ための路線の抽出を行いました。 
 

抽出条件 ・利用者の多い区施設と最寄りの幹線道路をつなぐ路線 

  

図 利用者の多い区施設へのアクセスに必要となる路線 

施設名

かめありリリオホール

かつしかシンフォニーヒルズ

テクノプラザかつしか

奥戸総合スポーツセンター

奥戸総合スポーツセンター

柴又ソフトボール場

四つ木橋野球場

金町公園プール

第2柴又野球場

柴又球技場

柴又野球場

堀切橋野球場

堀切橋フットサル場

荒川小菅野球場

小菅西公園フットサル場

荒川小菅球技場

小菅東スポーツ公園テニスコート

葛飾にいじゅくみらい公園運動場

水元総合スポーツセンター

東金町運動場

木根川橋球技場

木根川橋野球場

上千葉公園運動場

渋江公園テニスコート

四つ木橋球技場

ホ
ー

ル

ス
ポ
ー

ツ
施
設

施設名

葛飾区役所

金町区民事務所

亀有区民事務所

新小岩北区民事務所

高砂区民事務所

堀切区民事務所

水元区民事務所

柴又区民サービスコーナー

新小岩区民サービスコーナー

四ツ木駅区民サービスコーナー

南綾瀬区民サービスコーナー

中央図書館

立石図書館

お花茶屋図書館

上小松図書館

亀有図書館

水元図書館

鎌倉図書館

四つ木地区図書館

西水元地区図書館

青戸地区図書館

新宿図書センター（休館中）

奥戸地区図書館

こすげ地区図書館

行
政
施
設

図
書
館

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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⑧ 既に自転車通行空間が整備されている路線 

区内の道路の自転車通行空間の整備率は低く、連続性のない区間も多いため、既存の
自転車通行空間との接続を考慮し、有効活用を図りながら、新規の自転車通行空間の整
備が必要です。 
このため、既に自転車通行空間が整備されている路線の抽出を行いました。 
 

抽出条件 ・自転車通行空間が整備されている路線 
（自転車ナビマークのみによる暫定整備は対象外） 

 

図 既に自転車通行空間が整備されている路線  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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⑨ 周辺自治体との連続性の確保に必要となる路線 

周辺自治体との広域的な自転車移動の快適性を確保するため、周辺自治体の自転車ネ
ットワーク計画や既存の自転車通行空間を考慮しながら、区内の自転車通行空間の整備
が必要です。 
このため、区と周辺自治体との広域的な自転車移動の連続性の確保に必要となる路線

の抽出を行いました。 
 

抽出条件 ・周辺自治体の自転車通行空間と接続する路線 
・主要幹線道路 

  

図 周辺自治体との連続性の確保に必要となる路線  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）



第４章 整備対象路線の選定 

22 

 

 
 

 基本条件に基づく路線の評価 
基本条件①～⑨の各項目をもとに抽出した路線を重ね合わせ、該当する項目数で点数化

（1 項目当たり 1 点）し、路線の評価を行いました。 
 

  

図 候補路線の評価結果  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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 自転車ネットワーク路線の選定結果 
基本条件に基づく路線の評価において、3 点以上となった路線を基本として抽出し、本

区における自転車ネットワーク路線の選定を行いました。 
 

  

＊現状の自動車交通量では整備が困難であるが、将来、自動車交通量が減少し車線数を減らす等により
整備が可能となる路線を含む 
＊国道・都道については、国や東京都の整備計画にない路線を含む 

図 自転車ネットワーク路線の選定結果  

堀切菖蒲園駅 

国道        約 6.9km 

 
都道        約 37.3km 

 
区道        約 86.0km 

 

延長 

 

合計        約 130.2km 

 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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 整備優先度の設定 

 整備優先度の考え方 
本計画で定めた自転車ネットワーク路線のうち、区が管理する道路（区道）約 70.3km

について、短期・中期・長期の 3 つの段階の整備優先度を設定し、順次整備を進めていき
ます。 
本計画期間では、短期整備路線として、通勤・通学、買い物等の目的により多くの人が

集まる鉄道駅周辺から自転車通行空間の整備を進め、自転車だけでなく歩行者にとっても
安全で快適な道路環境の構築を図っていきます。 

 
表 自転車ネットワーク路線の整備優先度の考え方 

整備 
優先度 整備期間 整備優先度の設定の考え方 設定条件 

短期 令和 4～13年度 
（2022～2031年度） 

自転車利用が多く見込まれる路線 
かつ 

自転車通行の安全性を向上させ
る必要がある路線 

駅 1km 圏内の路線 
かつ 

自転車事故が 3 件/km 
以上発生している路線 

中期 令和 14～23 年度 
（2032～2041年度） 自転車利用が多く見込まれる路線 駅 1km 圏内の路線 

長期 令和 24年度～ 
（2042年度）～ 上記以外の自転車ネットワーク路線 

＊上記条件の他、同一整備期間内において連続した整備を行うことが望ましい路線については、整備期間の
調整を行う 

 

  

図 整備優先度の設定イメージ 

凡例

自転車ネットワーク路線の整備優先度

短期
中期
長期

駅１km圏内
※自転車及び歩行者が安全・快適に

通行できる道路空間の構築が望ま
れるエリア

安全性の向上が必要な路線
（３件以上/km）

同一整備期間内で連続して
整備することが望ましい路線
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 整備優先度の設定結果 
 整備優先度（短期） 

自転車ネットワーク路線のうち、鉄道駅周辺の自転車利用が多く見込まれ、かつ自転車
事故が多く自転車通行の安全性を向上させる必要がある路線を中心に、令和 4～13（2022
～2031）年度の 10 年間で優先的に整備します。整備優先度（短期）の路線の整備延長は
約 19.6km です。 

  
図 整備優先度（短期）の路線の設定結果  

凡例 

区道 

     整備優先度（短期）の路線 

     整備済み路線（R2.末現在） 

     整備予定路線 

国道・都道 

     整備済み路線（R2.末現在） 

     未整備路線 

     駅 1km 圏 

        約 19.6km 

 

整備優先度（短期）の路線延長 

 

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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 整備優先度（中期） 

自転車ネットワーク路線のうち、鉄道駅周辺の自転車利用が多く見込まれる路線を中心
に、令和 14～23（2032～2041）年度の 10 年間で整備します。整備優先度（中期）の路
線の整備延長は約 20.3km です。 

  
図 整備優先度（中期）の路線の設定結果  

凡例 

区道 

     整備優先度（中期）の路線 

     整備済み路線（～短期） 

     整備予定路線 

国道・都道 

     整備済み路線（R2.末現在） 

     未整備路線 

     駅 1km 圏 

      約 20.3km 

 

整備優先度（中期）の路線延長 

 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）

堀切菖蒲園駅 



第５章 整備優先度の設定 

28 

 

 
 
 
 整備優先度（長期） 

自転車ネットワーク路線のうち、短期及び中期の整備状況を踏まえ、残りの区間を令和
24（2042）年度以降に順次整備します。 

 
図 整備優先度（長期）の路線の設定結果 

  

凡例 

区道 

     整備優先度（長期）の路線 

     整備済み路線（～中期） 

 

国道・都道 

     整備済み路線（R2.末現在） 

     未整備路線 

     駅 1km 圏 

        約 30.4km 

 

整備優先度（長期）の路線延長 

 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）

堀切菖蒲園駅 
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 自転車ネットワーク路線の整備優先度のまとめ（区道） 

自転車ネットワーク路線（区道）における整備優先度は以下のとおりです。 
なお、駅周辺の再開発や道路改良の状況、自転車事故の多発等により整備時期の調整が

必要となった場合には、整備優先度を適時変更する可能性があります。 

 

図 自転車ネットワーク路線（区道）における整備優先度  

凡例 

区道 

     整備済み路線（R2.末現在） 

     整備優先度（短期）の路線 

     整備優先度（中期）の路線 

     整備優先度（長期）の路線 

国道・都道 

     ネットワーク対象路線 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）

堀切菖蒲園駅 
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 整備形態の基本設定 

 整備形態の考え方 
ガイドラインに定められる整備形態は、車道での整備形態が基本とされています。車道

に整備する場合の整備形態は、自動車交通量と規制速度で区分され、縁石等の工作物によ
り自転車と自動車の通行区画を完全に分離する「①自転車道」、道路標示や帯状の路面表
示により自転車の通行帯を視覚的に分離する「②自転車専用通行帯」、矢羽根型路面表示
やピクトグラムにより自転車の通行位置を明示する「③車道混在」の３つのタイプに分類
されます。 

 

図 ガイドラインに基づく整備形態（完成形態）※2 

 

ガイドラインでは、自動車交通量と規制速度に基づく整備形態を「完成形態」と位置づ
けています。 
ただし、道路幅員構成等の制約により完成形態による通行空間整備が当面困難な場合、

車道通行を基本とした暫定形態（完成形態が自転車道の場合は自転車専用通行帯又は車道
混在、完成形態が自転車専用通行帯の場合は車道混在）により車道上への自転車通行空間
の整備を行うことも認められています。  

 
※2 自転車ピクトグラムは、ガイドラインで示されるものと警視庁及び東京都で整備を推奨されるナビマークがあ
ります。本区では、周辺自治体との連続性を考慮し、ナビマークを採用します。 
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本区における整備形態についても、ガイドラインに準拠した整備を基本とし、「自転車

道」、「自転車専用通行帯」、「車道混在」の 3 つの中から整備形態を選択し、ネットワ
ーク路線の整備を進めていきます。 
整備形態の選択に当たっては、現状の道路状況等を踏まえ、以下の方針に基づき、整備

を進めます。 
 

方針① 自転車の車道通行を基本とする理想的な整備形態を目指します 

 ガイドラインに基づき、車道通行を基本とする自転車通行空間の整備を進める
ことで、自転車だけでなく歩行者の安全性の確保を図っていきます。 

 また、周辺自治体との自転車通行空間整備の整合を図っていきます。 

 

方針② 道路状況を踏まえ、自転車ネットワークの早期実現に向けた整
備形態の検討及び整備を進めます 

 現状では車道の幅員が狭く、ガイドラインに基づく自転車通行空間の整備が難
しい路線も多いことから、自転車ネットワークの早期実現に向け、道路状況を
踏まえた整備形態も検討しながら整備を進めます。 

 

①自転車道 ②自転車専用通行帯 ③車道混在 

早期実現に向けた整備形態 
 

ガイドラインに基づく整備形態 
 

▼道路構造等の問題により、ガイドラインに基づく整備形態での整備が困難 
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方針③ 
歩行者と自転車の通行空間が明確に分離されている歩道は自転車通行
空間として活用します。また、自転車ナビマークのみ設置された区間
は自転車通行空間として暫定的に活用します 

 
 車道上における自転車通行空間の整備が進み、自転車の車道通行の認識が浸透

するまでの過渡期においては、歩行者と自転車の通行空間が構造的又は視覚的
に分離し整備されている歩道についても自転車通行空間として活用し、自転車
ネットワークの形成を図ります。 

 自転車利用者のルール遵守意識や自動車運転者の自転車保護意識の向上を図る
ことを目的として、自転車ナビマーク（自転車の通行位置と進行方向を示す路
面表示）のみ設置された区間については、当面の措置として、自転車通行空間
として暫定的に活用します。 

 また、周辺の自転車通行空間の整備の進捗に合わせ、車道混在型への再整備
等、検討します。 
 

 

 

 
 
自転車ネットワーク路線以外における道路整備について 
 自転車ネットワーク路線以外の道路においても、「自転車は『車両』であり車

道通行が原則」という観点に基づいた整備を進めます。ただし、区内の多くの
道路は道路幅員が狭いため、交通状況や道路幅員等の制約により整備が困難な
路線については、自転車ナビマークのみによる整備等、歩行者の安全確保や自
転車利用者の通行ルール遵守を図る整備方法について検討します。 

 
  

■現状（自転車ナビマークのみ設置）

■追加整備（自転車ナビラインを追加設置）
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自転車安全利用五則（一部抜粋）

自転車は、車道が原則、歩道は例外

 歩道に普通自転車歩道通行可の標識や表示がある場合
 13歳未満の子どもや70歳以上の高齢者、身体に障害を持つ方が自転車を運転している場合
 安全確保のためにやむを得ないと認められる場合等

「自転車通行可」を示す標識例

歩行者優先

歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行

•自転車で歩道を通行する場合は、車道寄りの部分を徐行しなければなりません。
•歩行者の通行を妨げるような場合は一時停止しなければなりません。

•道路交通法上、自転車は軽車両と位置づけられています。したがって、歩道と車道の区別
のあるところは車道通行が原則です。

•例外として、普通自転車が歩道を通行できる場合は以下の通りです。



第６章 整備形態の基本設定 

35 

 

 

 各整備形態の概要 
 自転車道 

自転車道とは、縁石等の工作物で車道と物理的に分離させた自転車通行空間の整備形態
です。 

 

 

 

図 自転車道の整備イメージ（左：断面図、右：平面図） 

 

定 義 専ら自転車の一般交通の用に供するために、縁石線又は柵その他これに類す
る工作物により区画して設けられる道路の部分 

整備条件 自動車の規制速度 50km/h 超 

通行方法 一方通行を基本とする 

構造分離 有（縁石等による構造的分離） 

必要幅員 
2.0m 以上 
（地形の状況その他特別な理由によりやむを得ない場合は、最小 1.5m まで
縮小可。縮小する場合は、局所的なものに留めることが望ましい） 

道路標識／
道路標示／
路面表示等 

自転車道を示す道路標識（自転車専用）及び法定外表示（自転車ナビマー
ク）の設置 

交通規制 自転車道が設けられている道路においては、自転車道の通行が必須 

その他  

 
  

自転車道

路
肩

車道

分
離
工
作
物
（縁
石
等
）

幅員 2.0m 以上
※最小 1.5m 以上

分
離
工
作
物
（縁
石
等
）

歩道

道路標識
「自転車一方通行」

路
肩

自転車道 車道歩道

幅員
2.0 m 以上

※最小 1.5m 以上
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 自転車専用通行帯 
自転車専用通行帯とは、道路標示や帯状の路面表示により自転車の通行帯を視覚的に分

離する自転車通行空間の整備形態です。 
 

  

図 自転車専用通行帯の整備イメージ（左：断面図、右：平面図） 

 

定 義 道路標識により車両通行帯の設けられた道路において、自転車が通行しなけれ
ばならない車両通行帯として指定された車両通行帯 

整備条件 自動車の規制速度 40km/h 超 50㎞/h 以下 又は 
自動車の規制速度 40km/h 以下・自動車交通量 4,000台/日以上 

通行方法 一方通行を基本 

構造分離 無（車道の一部を活用） 

必要幅員 1.5ｍ以上（道路の状況等によりやむを得ない場合は、整備区間の一部で最小
1.0m まで縮小可。縮小する場合、局所的なものに留めることが望ましい） 

道路標識／
道路標示／
路面表示等 

自転車専用通行帯を示す道路標識（専用通行帯）、道路標示（車両通行帯）及
び法定外表示（自転車ナビマーク）の設置 

交通規制 道路標識等により通行区分が指定されている道路は、指定された通行帯の通行
が必須 

その他 ガイドラインにおいては、「駐車禁止若しくは駐停車禁止の規制の実施」 
「取締りの積極的実施」が望ましいとされている 

  

自転車専用通行帯

路
肩

車線

幅員 1.5m 以上
※最小 1.0m 以上

分
離
工
作
物
（縁
石
等
）

歩道

車道

道路標識
「普通自転車専用通行帯」

車線歩道

路
肩

車道

幅員
1.5 m 以上

※最小 1.0m 以上

自転車専用
通行帯
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 車道混在 
車道混在とは、車道内における自転車の通行位置及び通行方向を示し、自動車に自転車

が車道内で混在することを注意喚起するための矢羽根型路面表示及び自転車のピクトグラ
ムを設置する自転車通行空間の整備形態です。 

 

   

図 車道混在の整備イメージ（左：断面図、右：平面図） 

 

定 義 法令上の規定なし 
(自転車が通行すべき「車道の左側端」を路面表示等により明示した部分） 

整備条件 自動車の規制速度 40km/h 以下 かつ 自動車交通量 4,000台/日以下 

通行方法 一方通行を基本 

構造分離 無（車道の一部を活用） 

必要幅員 1.0ｍ以上 
（道路の状況等によりやむを得ない場合は、最小 0.75ｍまで縮小可） 

道路標識／
道路標示／
路面表示等 

法定外表示（矢羽根型路面表示、自転車ナビマーク）の設置 

交通規制 専用の交通規制はない 

その他 ガイドラインにおいては、「駐車禁止若しくは駐停車禁止の規制の実施」 
「取締りの積極的実施」が望ましいとされている 

  

0.75m

矢羽根型路面表示
自転車ナビマーク

路
肩

幅員 3.0m 以上
※最小 2.75m 以上

幅員 1.0m 以上
※最小 0.75m 以上

歩道 車道

路
肩

幅員 3.0m 以上
※最小 2.75m 以上

0.75m

歩道 車道

矢羽根型路面表示
自転車ナビマーク

幅員 1.0m 以上
※最小 0.75m 以上
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 その他の整備形態 
歩道内において、歩行者と自転車の通行空間が構造的又は視覚的に分離して整備されて

いる区間については、自転車通行空間として活用します。 

 

自転車歩行者道 ※3（構造的分離） 
歩道を通行する自転車を、植栽や柵等で構造的に分離することにより、歩行者の安全

を図るとともに自転車の通行空間を確保した整備形態です。 
 

  

図 自転車歩行者道（構造的分離）の整備イメージ（左：断面図、右：平面図） 

 

定 義 規定なし 
（歩道内において、歩行者と自転車の通行部分を植栽帯等により分離） 

整備条件 歩道内において、歩行者と自転車の通行部分の分離に必要な部分と植樹帯等を
除いた有効幅員が 4.0m 以上確保できる場合 

通行方法 歩道内の構造的に分離された自転車通行部分を通行 又は 
車道の左側（左端）を通行 

構造分離 有（植栽帯等による構造的分離） 

必要幅員 4.0m 以上（植樹帯等の分離部分を除く） 
（歩行者交通量が少ない場合は、最小 3.0m まで縮小可） 

道路標識／
道路標示／
路面表示等 

法定外の案内標識等（通行案内標識及び路面表示シート等）の設置 

交通規制 専用の交通規制はない 

その他  

 
※3 専ら自転車及び歩行者の通行の用に供するために、縁石線又は柵その他これに類する工作物により区画して
設けられる道路の部分 
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自転車歩行者道（視覚的分離） 
歩道を通行する自転車を、舗装の色分けとピクトグラムを用いた標識・路面表示で視

覚的に分離することにより、歩行者の安全を図るとともに自転車の通行空間を確保した
整備形態です。 

 
 

図 自転車歩行者道（視覚的分離）の整備イメージ（左：断面図、右：平面図） 

 

定 義 
規定なし 
（歩道内において、歩行者と自転車の通行部分をカラー舗装により視覚的に分
離） 

整備条件 歩道内において、植樹帯等を除いた有効幅員が 4.0m 以上確保できる場合 

通行方法 歩道内の視覚的に分離された自転車通行部分を通行 又は 
車道の左側（左端）を通行 

構造分離 無（歩道の一部を活用） 

必要幅員 4.0m 以上（植樹帯等の分離部分を除く） 
（歩行者交通量が少ない場合は、最小 3.0m まで縮小可） 

道路標識／
道路標示／
路面表示等 

法定外の案内標識等（通行案内標識及び路面表示シート等）の設置 

交通規制 専用の交通規制はない 

その他  
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自転車歩行者専用道路 
自転車及び歩行者の交通のため、河川沿い等に整備される自転車通行空間の整備形態

です。 
 

 

 
 

図 自転車歩行者専用道路の整備イメージ（左：断面図、右：平面図） 

 

定 義 専ら自転車及び歩行者の一般交通の用に供する道路又は道路の部分 

整備条件 交通の安全と円滑を図る必要があり、まだ供用開始されていない道路又は道路
部分において区間を定め指定できる 

通行方法 歩行者の安全通行にも十分配慮しながら通行 

構造分離 無（道路標示等で歩行者と自転車を分離） 

必要幅員 4.0m 以上 

道路標識／
道路標示／
路面表示等 

道路標識（自転車及び歩行者専用）の設置 

交通規制  

その他  
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 自転車通行空間の標準的な構造 
 自転車通行空間の標準的な構造 

 単路部の構造 
単路部における標準的な構造は、ガイドラインを踏まえ、以下のとおりとします。 

1） 自転車道 

通行方法  
 自転車道は一方通行を基本とする。 
 双方向通行は、下記の条件を満たす特別な場合に認めるものとする。 

条件① 一定の区間長で連続性が確保されていること 
条件② 区間前後・内に双方向通行の自転車道が交差しないこと 
条件③ 区間内の接続道路が限定的で自転車通行の連続性・安全性が確保できること 
条件④ ネットワーク区間概成段階で一方通行の規制をかけることができること 

幅員  
 自転車道の幅員は 2.0ｍ以上とする（地形の状況その他の特別な理由によりやむ

を得ない場合においては、1.5ｍまで縮小することができる。ただし、縮小する
場合は、道路附属物設置箇所等局所的なものに留めることが望ましい）。 

構造分離 
  視認性に配慮し、車道から高さ 15cm 以上の縁石を設置して車道と物理的に分離

させる。 
道路標識・路面表示 
 自転車道を示す道路標識や一方通行を示す道路標識を設置する。 
 自転車の通行方向を示す自転車ナビマークを設置する。 

 

図 自転車道による標準的な整備イメージ 

 

図 道路標識「自転車専用（325 の 2）」を設置した事例 

（標識の下に自転車道の起点を示す補助標識を設置） 

資料：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省）より作成  

歩
道 街

渠

車
線

2.0m以上
※最小 1.5m
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2） 自転車専用通行帯 

通行方法  
  自転車は、自転車専用通行帯を通行。 
 道路交通法に従い、以下の場合は、例外的に自転車の歩道通行が認められる。 

 歩道に「普通自転車歩道通行可」の道路標識がある場合 
 13 歳未満の子供、70 歳以上の高齢者、身体が不自由な人が運転する場合 
 その他安全のためにやむを得ない場合 

幅員 
 幅員は、1.5m 以上を確保する（やむを得ない場合は、整備区間の一部で 1.0m

以上まで縮小可）。 
道路標識・道路標示・路面表示 
 自転車専用通行帯を示す道路標識または道路標示「自転車専用」の文字を設置。 
 自転車専用通行帯全幅のカラー舗装を行う（または、一部の着色）。 
 自転車の通行方向を示す自転車ナビマークを設置する。 

 

 

図 自転車専用通行帯による 

 標準的な整備イメージ 

 

 

図 道路標識及び道路標示の設置事例 

資料：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省）より作成 
  

歩
道

路
肩

車
線

1.5m
※最小 1.0m
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3） 車道混在 

通行方法 
 自転車は、車道の左側端を通行。 
 道路交通法に従い、以下の場合は、例外的に自転車の歩道通行が認められる。 

 歩道に「普通自転車歩道通行可」の道路標識がある場合。 
 13 歳未満の子供、70 歳以上の高齢者、身体が不自由な人が運転する場合。 
 その他安全のためにやむを得ない場合。 

幅員 
 1.0m 以上の幅員を外側線の外側に確保する。 
 矢羽根型路面表示で示す舗装部分の幅員は、側溝の蓋部分を除いて 1.0m 以上確

保する。 
路面表示 
 矢羽根型路面表示の標準の仕様は、幅 0.75m 以上、長さ 1.50m 以上、角度 1:1.6

を基本とする（必要に応じ、コンパクトな仕様とする）。 
 歩道のある道路では、矢羽根型路面表示の右端が路肩端から 1.0m 以上の位置と

なるように設置する。 
 歩道のない道路では、原則として、矢羽根型路面表示の右端が車道外側線から車

線内 1.0m 以上（交通状況に応じて 0.75m 以上）離した位置に設置する。 
 矢羽根型路面表示の設置間隔はガイドラインに合わせた 10m を標準とする（事

故多発路線については、注意喚起、車道への誘導を強化するため、5m 間隔等の
高密度な配置を検討する）。 

 自転車ナビマークは、交差点部の前後や自動車と自転車の交錯の機会が多い区間
等に設置することを基本とする。 
 

 

    

  図 車道混在による         図 矢羽根型路面表示の標準仕様 

標準的な整備イメージ 

資料：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省）より作成  

歩
道

路
肩

3.0m以上
※最小 2.75m

0.75m

1.0m
※最小 0.75m
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 交差点部の構造 
交差点部における標準的な構造は、ガイドラインを踏まえ、以下のとおりとします。 

 
1） 自転車道 

  交差点部では、交差点前後の自転車道と直線的に連続するように矢羽根型路面表
示を設置し、通行位置及び通行方法を明確化する。 

 交差点前後において、自転車の進行方向を示す自転車ナビマークを設置する。 
 左折自動車と自転車が混在することを、自転車、自動車双方に対して看板等によ

り注意喚起する。 
 

 

 
図 交差点に直接自転車道を接続させる場合の例 

資料：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省）より作成 
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2） 自転車専用通行帯 

  交差点部では、交差点前後の自転車専用通行帯と直線的に連続するように矢羽根
型路面表示を設置し、通行位置及び通行方法を明確化する。 

 交差点前後において、自転車の進行方向を示す自転車ナビマークを設置する。 

 

図 交差点に直接自転車専用通行帯を接続させる場合の例 

資料：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省）より作成 

 

3） 車道混在 

  交差点部では、交差点前後の車道混在による自転車通行空間と直線的に連続する
ように矢羽根型路面表示を設置し、通行位置及び通行方法を明確化する。 

 交差点前後において、自転車の進行方向を示す自転車ナビマークを設置する。 
 

 

図 交差点に直接車道混在による自転車通行空間を接続させる場合の例 

資料：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省）より作成 
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参考資料 

 候補路線抽出の基本条件 
候補路線の抽出に当たり、各基本条件で選定される路線は、以下のとおりです。 

 －1  葛飾区都市計画マスタープランにおける幹線道路 

 

図 葛飾区都市計画マスタープランにおける幹線道路 

  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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①－2  都市計画道路 

 

図 都市計画道路  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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  路線バスが運行されている道路 

 

図 路線バスが運行されている道路  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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  自転車歩行者専用道路や河川敷沿いの道路 

 

図 自転車歩行者専用道路や河川敷沿いの道路 

 
  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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  コミュニティ道路 ※4 

 

図 コミュニティ道路 

  

 
※4道路にハンプや狭窄等を設置することで、車両の通行を抑制し、歩行者の通行の安全を図るための道路。 

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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   ①～④の道路の連続性の確保に必要となる道路 

 

図 ①～④の道路の連続性の確保に必要となる道路 

  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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 路線選定の基本条件に関する基礎データ 

  自転車事故発生地点及び区間別発生件数 

  

図 自転車事故発生地点及び区間別発生件数 

資料：警視庁交通事故発生マップ （平成 29～令和元（2017～2019）年）より作成 
  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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  商業系用途地域 

 
図 商業系用途地域 

  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）



 

55 

 

 
 
 

  駅別の区営駐輪場定期利用者居住地区 

 

図 駅別の区営駐輪場定期利用者居住地区 

 
  

駐輪場定期利用者 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）

堀切菖蒲園駅 
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  整備形態別の自転車通行空間整備状況 

 

 
図 整備形態別の自転車通行空間整備状況 

  

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）
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  選定された路線（3点以上）の連続性に必要となる路線 

  

図 選定された路線（3点以上）の連続性に必要となる路線 

  

堀切菖蒲園駅 

地図データ出典：地理院タイル
国土数値情報（行政区域、鉄道データ）



 

58 

 

 
 

 自転車ナビマーク及び自転車ナビライン（矢羽根型路面表示）の形状・配置 
①自転車ナビマーク 
自転車ナビマークの形状及び配置は、以下のとおりです。 

形 状 配 置 

      

 

②自転車ナビライン（矢羽根型路面表示） 
自転車ナビライン（矢羽根型路面表示）の形状及び配置は、以下のとおりです。 

形 状 配 置 

＜標準型＞ 

 

＜歩道あり＞       ＜歩道なし＞ 

 
 
※1 路面表示の幅員は、側溝の部分を除いて確保する 

ことが望ましい。 
※2 現地の交通状況に応じて、0.75m 以上とすること

もできる。 

＜縮小型＞ 
道路幅員が狭い道路では、幅が
小さい自転車ナビラインを設置
します。 
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